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	２．報告事項
	（１）所長から資料１に基づき研究科長・学部長・研究所長合同会議（６月２６日、７月３日、７月１７日開催）について報告があった。
	（２）所長から情報セキュリティ責任者連絡協議会（７月６日開催）について報告があった。
	（３）伊藤（進）教授から机上配付資料に基づき平成３０年度第２回柏キャンパス・リエゾン室会議（６月２２日開催）について報告があった。
	（４）伊藤（進）教授から資料２に基づき内田海洋学術基金海洋科学特定共同研究員受入期間変更について報告があった。また、資料３に基づき平成３０年度内田海洋科学学術基金による海外派遣研究者の募集（後期）について報告があった。
	（５）井上教授から第３２回国際沿岸海洋研究センター運営委員会（６月２１日開催）について報告があった。
	（６）沖野教授から机上配付資料に基づき2018年度第1回地球表層圏変動研究センター運営委員会（７月５日開催）について報告があった。
	（７）佐野教授にかわり、所長から資料４に基づき研究所実習生の受入について報告があった。

